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祝 大島大橋開通５０周年

大
島
大
橋
開
通
50
周
年
を
迎
え
て

周
防
大
島
町
長　

藤 

本 

淨 

孝

　

こ
の
た
び
、
大
島
大
橋
が
昭
和
51
年

の
開
通
か
ら
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
の
開
通
50
周
年
式
典
に

お
き
ま
し
て
は
多
く
の
皆
さ
ま
の
応

援
と
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
改
め
て
皆
さ
ま
に
衷
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
島
大
橋
は
50
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
私
た
ち
の
生
活
に
彩
り
を
与
え
て

く
れ
て
い
ま
す
。
本
土
と
の
往
来
が
可

能
と
な
り
島
内
の
道
路
網
も
充
実
し
、

物
流
の
不
便
も
無
く
、
水
道
も
不
安
な

く
供
給
さ
れ
、
医
療
も
充
実
し
救
急
も

利
用
で
き
ま
す
。
離
島
の
生
活
と
は
思

え
な
い
利
便
性
と
快
適
性
を
享
受
し

て
い
ま
す
。
通
行
無
料
化
の
実
現
、
外

国
船
衝
突
事
故
も
乗
り
越
え
大
島
大

橋
は
そ
の
美
し
い
姿
を
保
ち
続
け
て

い
ま
す
。

　

当
た
り
前
の
よ
う
に
利
用
し
て
い

る
大
島
大
橋
で
す
が
、
そ
の
架
橋
に
取

り
組
ん
だ
先
人
の
皆
さ
ん
は
、
離
島
で

あ
る
不
便
や
困
難
に
直
面
し
、
離
島
か

ら
の
脱
却
を
夢
見
て
命
懸
け
で
、
心
を

一
つ
に
し
な
が
ら
架
橋
と
い
う
偉
業

を
成
し
遂
げ
た
の
で
す
。

　

今
、
私
た
ち
は
そ
の
先
人
の
思
い
、

熱
量
に
目
を
向
け
、
学
ぶ
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
際
、
橋
の
恩
恵
と
橋
を

守
る
気
持
ち
を
寄
せ
合
い
、
橋
に
よ
っ

て
満
ち
て
い
る
私
た
ち
の
生
活
に
感

謝
し
、
誇
り
を
胸
に
新
た
な
島
づ
く
り

を
実
現
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
切
な
命
綱
で
あ
る

橋
を
大
切
に
し
て
、
町
の
防
災
計
画
を

は
じ
め
地
域
課
題
も
見
直
す
機
運
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
美
し
い
橋
と
共
に
活

気
あ
る
町
づ
く
り
に
尽
力
し
て
参
り

ま
す
。
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大
島
大
橋
の
あ
ゆ
み

昭
和
38
年　

２
月
５
日　
「
大
島
瀬
戸
架
橋
期
成
同
盟
会
」
結
成

昭
和
41
年　

８
月
10
日　

大
島
架
橋
基
礎
地
質
調
査
実
施

昭
和
42
年　

11
月
10
日　
「
大
島
瀬
戸
架
橋
期
成
同
盟
会
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
大
島
大
橋
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」
と
改
称

昭
和
44
年　

１
月
14
日　

日
本
道
路
公
団
新
規
有
料
道
路
事
業
実
施
決
定

　
　
　
　
　

９
月
11
日　

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
始
ま
る

昭
和
45
年　

３
月
９
日　

山
口
県
議
会
「
有
料
道
路
大
島
大
橋
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
同
意
議
案　

全
会
一
致
で
可
決

昭
和
46
年　

８
月
２
日　

起
工
式
挙
行

昭
和
49
年　

12
月
30
日　

橋
梁
下
部
工
工
事
完
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ラ
ス
橋
体
組
立
て
始
ま
る

昭
和
50
年　

５
月
30
日　

海
上
ク
レ
ー
ン
船
（
武
蔵
）
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
島
側
側
径
間
部
の
橋
体
輸
送

　
　
　
　
　

５
月
31
日　

架
設
（
午
後
０
時
８
分
据
付
完
了
）

　
　
　
　
　

６
月
２
日　

本
土
側
側
径
間
部
の
橋
体
輸
送

　
　
　
　
　

６
月
３
日　

架
設
（
午
後
３
時
据
付
完
了
）

　
　
　
　
　

10
月
４
日　

中
央
側
間
部
の
橋
体
ド
ッ
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
閉
合
に
黄
金
ボ
ル
ト
２
本
使
用
）

昭
和
51
年　

７
月
４
日　

開
通
式　

供
用
開
始
午
後
６
時

昭
和
62
年　

６
月
１
日　

日
本
道
路
公
団
か
ら
山
口
県
道
路
公
社
へ
移
管

　
　
　
　
　

６
月
11
日　

大
島
大
橋
開
通
10
周
年
、
山
口
県
道
路
公
社
移
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
念
式
典
開
催

平
成
８
年　

６
月
１
日　

大
島
大
橋
有
料
道
路
の
通
行
料
金
無
料
化

平
成
30
年　

10
月
22
日　

外
国
船
籍
貨
物
船
大
島
大
橋
衝
突
事
故
発
生

令
和
８
年　

７
月
４
日　

大
島
大
橋
開
通
50
周
年
記
念
式
典
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大島大橋開通 50 周年
　　　　　　記念式典を開催

　
大
島
大
橋
開
通
50
周
年
を
記
念
し
た
式
典
が
、
大
島
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約
４
５
０
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
最
初
に
、
50
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上

映
が
あ
り
、
橋
の
開
通
当
時
を
知
る
人
や
、
今
の
橋
し
か
知
ら

ず
初
め
て
見
る
人
な
ど
、
鑑
賞
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
表
情
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
作
文
発
表

や
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
過
去
へ
の
感
謝
、

そ
し
て
未
来
へ
の
希
望
を
感
じ
、
改
め
て
大
島
大
橋
の
大
切
さ

を
感
じ
る
特
別
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
も
披

露
さ
れ
、
華
や
か
な
姿
が
式
典
を
彩
り
ま
し
た
。

▶作文発表を行った周防大島中学
校３年太田音和さん㊨と大島中学
校３年芝山稀音さん㊧

▲工事中の基礎▲海上輸送▲大島大橋開通のテープカット

写
真
：
株
式
会
社
矢
野
テ
ン
ト
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　６月１日から７月５日までの間、町内の４
ケ所を巡回するパネル展が開催されました。
　橋が架かる前の瀬戸の様子から、現在に至
るまでのさまざまな記録が展示され、さらに
は大島連絡船の実物の切符も飾られており、
訪れた人は当時を懐かしむように眺めてい
ました。

大島大橋開通 50 周年記念
巡回パネル展

大島商船高等専門学校練習船「大島丸」
による大島大橋周辺クルージング

　大島商船高等専門学校の練習船「大島丸」に
よるクルージングが行われました。
　大島丸専用桟橋を出船し、笠佐島を回り大島
大橋をくぐるコースで行われ、乗船した参加者
からは、普段目にする大島大橋や笠佐島をいつ
もとは違う角度から眺めることができ、驚きと
も聞こえる歓声が上がりました。

大島大橋ライトアップ
　山口県による大島大橋照明設備整備事業
で照明のＬＥＤ化が令和７年度に完了し、
大島大橋全体をさまざまなカラーでライト
アップすることが可能となりました。それ
に伴い、７月４日に点灯式が行われ、大島
大橋が綺麗に彩りました。
　今後も時季毎やイベン
トの際にライトアップが
予定されています。

点灯時季 照明デザイン 時間帯
７月  １ 日～  ８ 月 31 日 ライトブルー

日没～ 24：00

 9 月 15 日～ 10 月 31 日 イエロー・オレンジ

11 月   1  日～ 12 月 14   日 ピンク・オレンジ

12 月 15 日～ 12 月 25 日 グリーン・レッド

 1 月   1  日～   1  月 15 日 金魚ちょうちん
（赤白系配色）

 3 月   1  日～   4  月 30 日 ウォームピンク

上記以外 ポモナグリーン

通年 ポモナグリーン 0：00 ～日の出

ライトアップスケジュール

大
島
大
橋
開
通
　  

周
年
記
念
事
業

50

　このたびの記念事業に際し、ふるさと納税を活用した

クラウドファンディングを実施したところ、132 人の方

から総額 3,147,000 円のご寄附をいただきました。

　多くの皆さまからの温かいご支援に、心より感謝申し

上げます。
50th　Anniversary
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問い合わせ　周防大島町農業委員会（農林水産課内）　☎ 0820-79-1002

新しい農業委員が決まりました
　周防大島町農業委員会では、本年７月 19 日をもって委員の任期が満了になることから、推薦および公募
の受付を行い、６月 10 日および 26 日に開催された第２回周防大島町議会定例会において定数 14 人全員
について議会の同意が得られ、７月 21 日、久賀総合センターにおいて、藤本町長から新委員に辞令の交付
が行われました。
　各委員の担当地区は次のとおりです。（敬称略）

【任期】令和８年７月 20 日～令和 11 年７月 19 日
担当地区 担当委員

久賀

白石、大崎１、大崎２、山田上、山田中、山田下、向津原、畑能庄、久保河内上、
久保河内下、上津原、東下津原、東中津原、西中津原

小栁　貴史

八幡上、八幡下、向町、仲町、洲崎、港町、戎町、前島、上本町、本町、古町、
東天満町、西天満町、新開東、新開西、中瀬田、丸山、流田、佐古、庄地、宗光東、
宗光西

沖　貴美枝

椋野 唐弓　昇平

大島

東屋代、西屋代 藤元　敬介

小松、小松開作、志佐 木村　　潔

東三蒲、西三蒲
星出　栄一

（会長職務代理）
家房、出井、戸田、横見、日見 大内　清香

東和

伊保田、小伊保田、両源田、雨振、情、和田、油宇、日向泊（さや）、馬ヶ原 沖村　和哉

小泊、内入、和佐、神浦、森、平野、小積、大積 大谷　正樹

下田、長崎、西方、船越、外入、伊崎、地家室、佐連、沖家室 宮本    　平

橘

日前郷、日前浜、長浜 岡﨑　裕一

鹿家、栄、安高、原、古城、和戸、塩宇、西浦 福村　政光

西安下庄、秋、吉浦
安本　貞敏

（会長）

土居、油良、浮島 ⻆井　雅之

　農業委員の任期は３年で、農地法等によりその権限に属された事項についての調査および月１回行われ
る総会での審議や農地等の利用の最適化の推進に取り組むほか、今後、農業委員会が委嘱する 21 人の農地
利用最適化推進委員と連携しながら、担い手への農地集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消、新規
参入の促進に積極的に取り組んで行きます。

　農地についてのご相談は農業委
員または事務局までお問い合わせ
ください。
　
　農業委員会が委嘱する農地利用
最適化推進委員は次号の９月号広
報にてお知らせする予定です。

▲新しく着任した農業委員の皆さんと藤本町長
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山
口
県
内
の
高
等
学
校
等
に
在

学
す
る
笠
佐
島
、
前
島
、
浮
島
お

よ
び
情
島
（
大
島
四
島
）
の
生
徒

の
通
学
費
や
住
居
費
を
生
徒
の
保

護
者
を
対
象
に
補
助
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

応
募
資
格

　

山
口
県
内
の
高
等
学
校
等
に
在

学
し
て
い
る
生
徒
の
う
ち
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
生
徒
の
保
護

者
で
、
大
島
四
島
に
住
所
を
有
し
、

町
税
等
滞
納
を
し
て
い
な
い
人
。

 

・�

大
島
四
島
に
住
民
票
を
有
す
る

生
徒

 

・�

大
島
四
島
に
住
民
票
を
有
す
る

が
、
通
学
の
た
め
に
実
際
に
大
島

四
島
以
外
の
山
口
県
内
に
居
住
す

る
生
徒

 

・�

通
学
の
た
め
に
大
島
四
島
か
ら

大
島
四
島
以
外
の
山
口
県
内
に
転

出
し
た
生
徒

給
付
内
容

・�

大
島
四
島
か
ら
通
学
を
行
う
生
徒

の
場
合
は
、
定
期
航
路
に
係
る
通

学
定
期
券
購
入
費
の
全
額
ま
た
は

通
信
制
通
学
日
数
分
の
定
期
航
路

に
係
る
旅
客
券
購
入
費
の
全
額

・�

大
島
四
島
以
外
か
ら
通
学
を
行
う

生
徒
の
場
合
は
、
住
居
費
（
修
繕

そ
の
他
の
住
居
の
維
持
に
関
す
る

経
費
を
除
く
）

・�

生
徒
一
人
当
た
り
の
補
助
金
額

は
、
上
限
年
額
15
万
円

・�

補
助
対
象
期
間
は
、
高
等
学
校
等

の
第
1
学
年
か
ら
第
３
学
年
ま
で

在
学
中
の
３
年
間

申
請
手
続
き

　

交
付
申
請
書
類
等
を
政
策
企
画

課
ま
で
提
出
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

申
請
方
法
、
必
要
な
書
類
な
ど
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　

申
請
は
、
上
半
期
・
下
半
期
の

年
２
回
あ
り
、
期
限
が
あ
り
ま
す
。

 

・
上
半
期

　

10
月
５
日
㈪　

午
後
５
時
ま
で

 

・
下
半
期

　

令
和
９
年
３
月
５
日
㈮

　

午
後
５
時
ま
で

問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課 

地
域
振
興
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
７

周
防
大
島
町
離
島
高
校
生
修
学
支
援
費

補
助
金
の
お
知
ら
せ

　Ｊアラートによる
　全国一斉情報伝達試験 のお知らせ

問総務課 消防防災班　☎ 0820-74-1000

民生委員児童委員の活動紹介
（大島地区協議会）

問福祉課 民生福祉班　☎ 0820-77-5505

　５月 15 日から６月 30 日にかけて、令和８
年度高齢者保健福祉実態調査を実施しました。
　これは、民生委員がお宅に訪問し、保健福
祉サービスの利用状況などを調査しサービス
向上のための基礎資料とするものです。併せ
て、非常時の連絡先やかかりつけ医療機関の
確認のほか、緊急通報装置（サスケ）の利用
方法など、いろいろな相談事もお伺いしまし
た。

▲訪問時の様子

日　時
〔全国一斉情報伝達試験〕

　８月 26 日㈬　午前 11 時ごろ

内　容
　防災行政無線の試験放送

　防災行政無線（屋外スピーカーおよびすべ
ての戸別受信機）から、最大音量で放送され
ますのでご注意ください。
　気象・地震活動の状況等によっては、試験
放送を延期・中止することがあります。
　この試験は、全国瞬時警報システム（Ｊア
ラート※）を用いた試験で、全国でさまざまな
手段を用いて情報伝達試験が行われます。

※�Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃な
どの緊急情報を、国から市区町村へ、人工
衛星などを通じて瞬時にお伝えするシステ
ムです。
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児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
制
度
に
つ
い
て

●
児
童
扶
養
手
当

　

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
、
父
ま

た
は
母
が
重
度
の
障
害
に
あ
る
家

庭
等
で
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る

受
給
資
格
者
に
支
給
さ
れ
る
制
度

で
す
。

　

手
当
額
は
受
給
資
格
者
が
養
育

す
る
児
童
の
数
、
受
給
資
格
者
ま

た
は
生
計
が
同
じ
扶
養
義
務
者
（
祖

父
母
等
）
の
所
得
等
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。

※�

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
は
、
８
月
31
日
㈪

ま
で
に
現
況
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
養
育

し
て
い
る
受
給
資
格
者
に
支
給
さ

れ
る
制
度
で
す
。

※�

現
在
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
人
は
、
９
月
11

日
㈮
ま
で
に
所
得
状
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、
支
給
要
件

　

�

お
よ
び
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭
等
高
等
職
業
訓
練
促

進
給
付
金
事
業
に
つ
い
て

　

看
護
師
等
経
済
的
自
立
に
効
果

的
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
６
月

以
上
の
養
成
機
関
で
修
業
す
る
場

合
に
、
生
活
費
の
負
担
軽
減
の
た

め
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
を

支
給
す
る
と
と
も
に
、
養
成
課
程

の
修
了
後
に
修
了
支
援
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。

対
象
者

　

町
内
に
居
住
す
る
母
子
家
庭
の

母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
で
、
次

の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人

 

・�

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
か
、
同
様
の
所
得
水
準
に

あ
る
人

 

・�

養
成
機
関
で
６
月
以
上
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
対
象
資
格

の
取
得
が
見
込
ま
れ
る
人

 

・�

就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業
の
両

立
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

 

・�

過
去
に
同
一
の
給
付
金
を
受
給

し
て
い
な
い
人

対
象
と
な
る
資
格

　

看
護
師
・
准
看
護
師
／
保
健
師
・

助
産
師
／
介
護
福
祉
士
／
保
育
士

／
歯
科
衛
生
士
／
美
容
師
／
調
理

師
な
ど

給
付
金
の
支
給
期
間
お
よ
び
支
給
額

　

修
業
期
間
の
う
ち
、
最
長
４
年

間
支
給

○
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金（
月
額
）

⑴
町
民
税
非
課
税
世
帯　

10
万
円

⑵
町
民
税
課
税
世
帯　

　
　
　
　
　
　
　

７
万
５
０
０
円

※
修
業
期
間
の
最
後
の
12
カ
月
は
、

⑴
町
民
税
非
課
税
世
帯　

14
万
円

⑵
町
民
税
課
税
世
帯　

　
　
　
　
　
　
　

11
万
５
０
０
円

○
修
了
支
援
給
付
金
（
修
了
後
支
給
）

⑴
町
民
税
非
課
税
世
帯　

５
万
円

⑵
町
民
税
課
税
世
帯

　
　
　
　
　
　

２
万
５
０
０
０
円

給
付
金
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

　

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
受
験
前
に
事

前
相
談
が
必
要
で
す
。
面
談
に
よ

り
、
資
格
の
取
得
見
込
み
や
生
活

状
況
の
聴
取
等
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課 

こ
ど
も
家
庭
班

　

☎
０
８
２
０
（
77
）
５
５
０
８

福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

毎
年
９
月
は
、
認
知
症
に
つ
い

て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
「
認

知
症
月
間
」
で
す
。

　

こ
の
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
認
知

症
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
、
身
近

に
考
え
る
“
す
お
う
お
お
し
ま
♥

い
き
い
き
オ
レ
ン
ジ
デ
イ
”
を
開

催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、「
認
知
症
を
わ
が

こ
と
と
し
て
向
き
合
い
、
備
え
る
」

準
備
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
み

な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時

　

９
月
18
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

  

橘
総
合
セ
ン
タ
ー

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
や
理
解
を
持
っ
て
、
地
域
で
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
応
援
す

る
『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
』
を
養

成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

認
知
症
予
防
や
介
護
予
防
に
効

果
が
期
待
で
き
る
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
体
験
で
き
ま
す
。

 

・�

ｅ
‐
ス
ポ
ー
ツ
体
験
（
太
鼓
の

達
人
、
ス
イ
カ
ゲ
ー
ム
な
ど
）

 

・��

脳
体
力
ト
レ
ー
ナ
ー
『
コ
グ
エ

ボ
』（
認
知
機
能
を
ゲ
ー
ム
感
覚

で
チ
ェ
ッ
ク
）

●
認
知
症
カ
フ
ェ
『
カ
フ
ェ
・
デ
・

ア
ゲ
ノ
シ
ョ
ウ
　
え
ん
』

　

正
木
内
科
医
院
で
実
施
し
て
い

る
“
認
知
症
カ
フ
ェ
”
の
出
張
開

催
で
す
。

カ
フ
ェ
参
加
費　

３
０
０
円

問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課 

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
６

認
知
症
月
間
イ
ベ
ン
ト

『
す
お
う
お
お
し
ま
♥
い
き
い
き
オ
レ
ン
ジ
デ
イ
』

を
開
催
し
ま
す
！
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◆
令
和
８
年
春
の
叙
勲

○
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

　

上
元　

利
春
さ
ん
（
久
賀
）

　
（
元
山
口
県
周
防
大
島
町
消
防
団 

分
団
長
）

受
　
章

全
国
大
会
出
場
者
へ

激
励
費
授
与

第
40
回
全
日
本
小
学
校
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

開
催
期
間
　
７
月
31
日
㈮
～
８
月
３
日
㈪

開
催
地　

鹿
児
島
県

出
場
者　

東
和
小
6
年　

岡
畠　

蓮
旺
さ
ん

　
　
　
　

久
賀
小
６
年　

梶
原　

淳
史
さ
ん

　
　
　
　

明
新
小
６
年　

山
内　

翔
太
さ
ん

▲全国大会に出場した灘オールスターズの左から
島田義春監督、梶原淳史さん、岡畠蓮旺さん、　
山内翔太さんと藤本町長

募
集
戸
数 

　

１
戸
（
家
族
用
）

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
木
造
２
階
建

入
居
資
格　

 

・�

周
防
大
島
町
に
定
住
す
る
た
め
、
住
宅
を

必
要
と
す
る
人

 

・�

Ｕ
・
Ⅰ
タ
ー
ン
者
で
農
林
漁
業
の
担
い
手

と
し
て
従
事
で
き
る
人

 

・�

申
込
者
お
よ
び
同
居
扶
養
親
族
が
所
有
す

る
住
宅
が
な
く
、
居
住
す
る
た
め
の
住
宅

を
必
要
と
し
て
い
る
人

 

・�

地
方
税
、
ま
た
地
方
公
共
団
体
が
定
め
る

使
用
料
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

 

・�

申
込
者
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

申
込
期
間

　

８
月
31
日
㈪
ま
で

申
込
方
法　

　

入
居
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、

生
活
衛
生
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ

り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。
な
お
、
申
込
締

切
日
ま
で
に
応
募
が
募
集
戸
数
に
満
た
な
い

場
合
は
、
期
限
を
定
め
先
着
順
で
申
込
を
受

付
け
ま
す
。

家
賃　

２
万
７
千
円
（
月
額
）

入
居
に
つ
い
て

　

入
居
可
能
日
以
降
（
請
書
等
必
要
書
類
が

揃
い
次
第
順
次
入
居
可
能
日
を
決
定
し
ま
す
）

※�

犬
・
猫
等
の
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
は
禁
止

し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

生
活
衛
生
課 

公
営
住
宅
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
１
０

周
防
大
島
町
定
住
促
進
住
宅
（
浮
島
住
宅
）
入
居
者
募
集

町ホームページ
▲間取図

新しい民生委員児童委員さんが決
まりました
大島地区
　河久保美幸さん（明神松西）

【担当区域】蔵本、明神松東、明神松西
（任期：�令和  ８ 年  ７ 月  １ 日から

  　　　令和 10 年 11 月 30 日まで）

問い合わせ　福祉課 民生福祉班
　　　　　　☎ 0820-77-5505
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●
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

 

・�

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
あ
る
こ
と

 

・�

入
居
し
よ
う
と
す
る
人
全
員
（
申
込
家

族
）
の
控
除
後
の
所
得
の
合
計
額
が
月
額

で
15
万
８
千
円
以
上
48
万
７
千
円
以
下

 
・�
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
必
要
と
し

て
い
る
人

※�

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
お
よ
び
持
ち

家
の
あ
る
人
は
、
入
居
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

 

・
公
営
住
宅
家
賃
完
納
者

●
町
営
住
宅
等

 

・�

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と（
単

身
者
用
の
住
宅
に
単
身
入
居
す
る
場
合
を

除
く
）

 

・�

入
居
し
よ
う
と
す
る
人
全
員
（
申
込
家

族
）
の
控
除
後
の
所
得
の
合
計
額
が
月
額

で
15
万
８
千
円
を
超
え
な
い
人
（
た
だ
し
、

高
齢
者
・
障
害
者
等
の
世
帯
は
21
万
４
千

円
を
超
え
な
い
人
）

 

・�

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
人

※�

町
営
住
宅
入
居
者
、
持
ち
家
の
あ
る
人
は
、

入
居
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

・
高
齢
者
等
の
単
身
入
居
可

※�

身
体
上
ま
た
は
精
神
上
に
著
し
い
障
害
が

あ
る
た
め
常
時
介
護
が
必
要
な
方
は
、
安

全
確
保
や
財
産
保
全
等
の
観
点
か
ら
、
賃

貸
借
契
約
の
締
結
に
際
し
、
契
約
内
容
を

丁
寧
に
ご
説
明
し
た
上
で
、
必
要
な
支
援

を
受
け
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
共
通
事
項

 

・
原
則
成
人
し
て
い
る
人

 

・
地
方
税
完
納
者

 

・�

申
込
者
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※�

連
帯
保
証
人
が
１
人
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
町
営
住
宅
入
居
者
不
可
）
高
齢
者
等
で
、

保
証
人
の
確
保
が
困
難
な
場
合
は
免
除
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

敷
金
の
納
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※�
犬
・
猫
等
の
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
は
禁
止

し
て
い
ま
す
。

特
定
公
共
賃
貸
住
宅 

お
よ
び 

町
営
住
宅
等 

の 

入
居
者
募
集

 

各
住
宅
の
募
集
戸
数

○特定公共賃貸住宅
地区 住宅 戸数
大島 広屋住宅 １戸

東和
伊保田東住宅 ４戸
沖家室住宅 ２戸

橘 おれんじヒルズ ３戸

 ○町営住宅等
地区 住宅 戸数

久賀

八幡住宅（高齢者用） １戸
新開団地住宅 １戸

新開団地住宅
（高齢者単身用） １戸

大島
蔵本住宅 １戸
小方住宅 １戸

東和 伊保田一般住宅（単身者用） ２戸

橘
日良居住宅 １戸
おれんじヒルズ １戸

●
申
込
期
間　

８
月
31
日
㈪
ま
で

●
選
考
方
法

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。
申
込
締
切
日
ま
で
に
応
募

の
な
い
住
宅
に
つ
い
て
は
、
締
切
後
６
週
間

に
限
り
先
着
順
で
申
し
込
み
の
受
付
を
行
い

ま
す
。

●
家
賃

　

入
居
者
全
員
の
所
得
に
応
じ
て
算
出
し
ま
す
。

●
入
居

　

入
居
可
能
日
以
降
（
※
請
書
等
必
要
書
類

が
揃
い
次
第
、
順
次
入
居
可
能
日
を
決
定
し

ま
す
。）　

※�

応
募
要
項
お
よ
び
申
込
書
等
は
生
活
衛
生

課
、
各
総
合
支
所
・
出
張
所
に
て
お
渡
し

し
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
と
町
営
住
宅
等
で
は
、

申
し
込
み
の
際
に
提
出
す
る
書
類
が
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

よ
り
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

生
活
衛
生
課 

公
営
住
宅
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
１
０

町ホームページ

 

入
居
資
格

 

申
込
期
間
・
選
考
方
法
等
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周 防 大 島 町 の 話 題

　７月３日、「社会を明るくする運動」を広く周知するた
め、大島保護区保護司会と大島地区更生保護女性会が中
心となり、各庁舎や柳井警察署大島幹部交番で内閣総理
大臣からのメッセージを伝達しました。
　社会を明るくする運動は、犯罪や非行の防止と、罪を
犯した人たちの更生への理解を深める全国的な運動で、
７月は運動の強化月間となっています。

　自主防災組織リーダー研修会

　６月 30 日、山口県大島防災センターで自主防災組
織リーダー研修会が開催されました。
　これは自主防災組織の代表者などを対象に、地域防
災力のさらなるレベルアップを目的に毎年行われてお
り、今年は 66 人の参加がありました。
　研修会は山口大学大学院 准教授 瀧本浩一氏を講師
として、講演および災害図上訓練が行われました。災
害図上訓練では、山口県大島防災センターを避難所と
仮定し、レイアウトを決めるところから、避難者によ
る避難所の自主運営について考えました。さまざまな
避難者の状態に応じて、どのように受け入れ態勢を整
えるかなど、避難所運営の難しさを感じつつも、とて
も貴重な体験となりました。

　社会を明るくする運動

▲図面に避難所のレイア
ウトを作成する参加者
▶作成したレイアウトの
問題点など、実際に建物
内を回って確認している
様子

　�大島大橋 50 周年切手シート贈呈

　７月１日、大島庁舎でオリジナルフレーム切手「大
島大橋開通 50 周年」の贈呈式が行われました。
　このオリジナルフレーム切手は、大島大橋開通 50
周年を記念をして日本郵便株式会社が作成したもの
で、開通当時の模様、四季折々の大島大橋の写真が切
りばめられた意匠となっています。周防大島町に縁の
ある人々には、周防大島町と大島大橋を思い出してい
ただきたい。また、周防大島町を知らない人には、魅
力を幅広く伝えたいという思いで作成されました。
　藤本町長は「皆さんのお便りに、大島大橋の姿が届
くことを楽しみにしています」と思いを伝えました。

▲大島庁舎では保護司会の新山会長㊧から藤本町長にメッ
セージが伝達されました

▲日本郵便株式会社 周東地区連絡会 
藤本貴士統括局長㊧と藤本町長
◀オリジナルフレーム切手「大島大橋
開通 50 周年」
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　エコキッズサマースクール開催

　7 月 26 日、しまとぴあスカイセンターで「周防大
島エコキッズ サマースクール」が開催され、町内外
から親子 38 組 85 人が参加しました。
　会場では LED ランタンやソーラーハウスづくりな
ど多彩なエコ工作が行われました。中でも、周防大島
町産の竹を使った箸・コップづくりや竹灯籠づくりが
人気を集め、子どもたちは身近な素材が作品に変わる
様子に夢中になっていました。
　参加した児童は「自分で作った竹の箸でご飯を食べ
るのが楽しみ」と笑顔。遊びを通して、環境問題や地
域の資源活用を考える貴重な一日となりました。

▲完成した作品を手に、笑顔を見せる参加者

　アロハな土曜日、始まる

▲素敵なフラを披露する参加チーム

　熱戦！繰り広げる

　7 月 12 日、第 33 回サザンレク片添山口県知事杯
ビーチバレー大会 2026 が、片添ケ浜海浜公園で開催
されました。
　大会には、男子の部と女子の部、合わせて 57 チー
ム 114 人が参加し、非常に暑い中での開催となりま
したが、毎試合熱戦を繰り広げました。
　また、今年もＶリーグに所属する東京サンビームズ
の選手の皆さんがエキシビションマッチを行うなど、
大会を大いに盛り上げました。さらに、大会前日の
11 日には、周防大島バレー教室も開催され、参加し
た小学生たちは熱心に選手からの指導を受けました。

▲男子の部決勝の様子

　周防大島夏の恒例イベント、サタデーフラこと「サ
タフラ 2026」が開幕し、７月 18 日にグリーンステ
イながうら会場でオープニングフェスタが開催されま
した。
　今年も全国各地から、瀬戸内のハワイ「周防大島」
にダンサーが集まり、夏を盛り上げます。
　サタフラは、夏休み期間中の毎週土曜日に、デイス
テージ２会場とナイトステージ２会場の全４会場で開
催しています。

　カウアイ島への語学留学

▲結団式に出席した皆さん

　７月 27 日、姉妹島提携を結んでいるカウアイ島へ
の語学留学の結団式を大島庁舎で行いました。
　これは語学力の向上はもとより、体験型学習等を通
じ、異文化を理解し行動できる次世代の人材育成を図
ることを目的に行っているものです。
　今回は、町内在住の高校生４人が参加し、８月６日
から 19 日までの２週間、周防大島町と協定を結ぶ山
口県立大学の協力を得て、ハワイ大学カウアイコミュ
ニティカレッジを拠点に英語などを学びます。
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みんなの情報源

　

山
口
市
駅
通
り
２
‐
９
‐
15

　
（
公
社
）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト　

相
談
予
約
係

　

☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐
５
２
２
０

　
　
０
８
３
‐
９
２
１
‐
０
４
７
５

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
（「
賦
課
期
日
」
と
い
い
ま
す
）

現
在
の
状
況
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

家
屋
の
新
築
・
増
築
、取
り
壊
し
（
一

部
取
り
壊
し
を
含
む
）
を
さ
れ
た

人
や
今
後
予
定
の
あ
る
人
は
、
お

早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

家
屋
の
新
築
・
増
築
、
解
体
等

の
調
査
票
を
各
戸
配
布
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

全
て
の
家
屋
（
農
業
用
・
プ
レ

ハ
ブ
倉
庫
、
車
庫
等
を
含
む
）

が
調
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課 

課
税
第
２
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
８

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
の

金
銭
管
理
な
ど
、
成
年
後
見
に
関

す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

対
象
者

⑴�

認
知
症
や
知
的
障
が
い
・
精
神

障
が
い
等
に
よ
り
判
断
能
力
が

不
十
分
な
人

⑵�

将
来
、
判
断
能
力
に
不
安
が
あ

る
人

⑶�

⑴
、
⑵
の
人
を
支
え
る
家
族
、
支

援
者
、
福
祉
関
係
者
、
一
般
住
民

相
談
方
法
（
要
予
約
）

　

９
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬
の
期
間

（
原
則
平
日
）
に
、
家
庭
裁
判
所
提

出
名
簿
登
載
司
法
書
士
で
あ
る
相

談
員
が
訪
問
し
、
相
談
を
受
け
ま

す
。（
日
時
調
整
）

予
約
期
間

　

８
月
25
日
㈫
～

　

９
月
24
日
㈭
ま
で
（
平
日
受
付
）

予
約
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
相

談
概
要
・
希
望
す
る
場
所
等
を
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
す
る
こ

と
に
よ
り
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
７
５
３
‐
０
０
４
８

　

蜂
蜜
な
ど
を
譲
渡
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
蜜
蜂
を
飼
育
さ
れ
る

人
、
お
よ
び
譲
渡
目
的
外
で
も
６

群
以
上
飼
育
さ
れ
る
人
は
、
住
所

地
以
外
の
場
所
で
蜜
蜂
を
飼
育
さ

れ
る
場
合
、
蜜
源
の
有
効
活
用
や

競
合
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
山
口

県
蜜
蜂
転
飼
条
例
に
基
づ
き
、
予

め
転
飼
場
所
や
飼
育
期
間
を
記
入

し
た
「
蜜
蜂
転
飼
許
可
申
請
書
」

を
提
出
し
、
事
前
に
許
可
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

提
出
書
類

　

蜜
蜂
転
飼
許
可
申
請
書
（
農
林

水
産
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
）

※�

許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
群
数

に
応
じ
て
手
数
料
が
必
要
で
す
。

留
意
事
項

　

蜜
源
の
競
合
を
避
け
る
た
め
、

農
林
水
産
課
へ
の
提
出
前
に
、
必

ず
転
飼
先
の
山
口
県
養
蜂
農
業
協

同
組
合
支
部
長
に
対
し
て
、
９
月

18
日
㈮
ま
で
に
申
請
内
容
の
確
認

依
頼
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

９
月
30
日
㈬

そ
の
他

※�

手
続
き
や
手
数
料
な
ど
詳
し
く

は
、
農
林
水
産
課
ま
た
は
柳
井

農
林
水
産
事
務
所
畜
産
部
（
☎

０
８
２
０
（
22
）
２
４
１
６
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

支
部
長
確
認
印
の
な
い
申
請
や

提
出
期
限
を
過
ぎ
た
申
請
に
つ

い
て
は
許
可
で
き
な
い
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

※�

手
数
料
と
し
て
、
申
請
書
に
貼

付
す
る
県
証
紙
販
売
は
９
月
末

に
終
了
し
ま
す
。
申
請
書
は
提

出
期
限
ま
で
に
提
出
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課 

有
害
鳥
獣
対
策
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
２

補
助
対
象
と
な
る
資
材

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に

よ
る
農
作
物
等
の
被
害
防
止
対
策

の
た
め
に
設
置
す
る
電
気
牧
柵
、

防
護
ネ
ッ
ト
、
金
網
柵
、
ト
タ
ン

柵
等
の
防
護
柵
の
資
材
。（
資
材
購

入
後
の
申
請
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

補
助
対
象
地

　

町
内
の
耕
作
地
。（
た
だ
し
、
電

気
牧
柵
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
面

積
２
０
０
㎡
以
上
）

※�

所
有
者
ま
た
は
耕
作
者
が
町
外

の
人
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

補
助
金
額

　

防
護
柵
の
設
置
に
要
し
た
資
材

費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
１
件
あ

た
り
の
上
限
額
が
５
万
円
（
千
円

未
満
切
り
捨
て
）

※�

た
だ
し
、
令
和
５
年
度
～
７
年

度
に
補
助
を
受
け
て
設
置
済
み

の
耕
作
地
に
つ
い
て
は
、
補
助

金
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

設
置
後
の
保
守
・
点
検

　

破
損
や
倒
れ
か
け
て
い
る
防
護

柵
を
見
か
け
ま
す
。
設
置
済
み
の

人
は
都
度
保
守
・
点
検
を
行
い
、

被
害
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課 

有
害
鳥
獣
対
策
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
２

家
屋
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

相
　
　
談

司
法
書
士
に
よ
る

成
年
後
見
無
料
相
談
会

℻

防
護
柵
資
材
費
を

補
助
し
ま
す

令
和
９
年
次
分

蜜
蜂
転
飼
許
可
申
請
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２
級
の
人

 

・
療
育
手
帳
Ａ
（
重
度
）
の
人

申
請
に
必
要
な
も
の

 

・
障
害
の
程
度
が
確
認
で
き
る
書

　

類
（
身
体
障
害
者
手
帳
等
）

 

・
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
場
合
、

　

資
格
確
認
書
等

問
い
合
わ
せ

　

 

健
康
増
進
課 

医
療
保
険
班

　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
２

試
験
の
種
類

　

甲
種
・
乙
種
・
丙
種
（
甲
種
以

外
は
誰
で
も
受
験
で
き
ま
す
）

実
施
日
　
11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

試
験
会
場

　

県
内
各
市
（
柳
井
市
は
、
11
月

15
日
㈰
に
乙
種
第
４
類
の
試
験
）

受
験
申
請
の
手
続
き

　

周
東
地
区
危
険
物
安
全
協
会
ま

た
は
最
寄
り
の
消
防
機
関
に
置
い

て
あ
る
受
験
願
書
に
必
要
書
類
を

添
え
て
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
電
子
申
請
も
で
き
ま
す

の
で
、
詳
細
は
、（
一
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
は
75
歳
以
上
の
人
で
す
が
、

65
歳
か
ら
74
歳
の
人
で
一
定
程
度

の
障
害
が
あ
る
場
合
、
申
請
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
75
歳
に
な
る
前

で
あ
っ
て
も
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
74
歳
ま
で
で
あ
れ
ば
加
入

後
の
脱
退
も
可
能
で
す
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
と
な
っ
た
場
合
は
、

現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の

脱
退
手
続
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
負

担
や
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
人
の
所
得
や
世
帯
等
の
状
況
に

よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

65
歳
か
ら
74
歳
の
人
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

 

・
国
民
年
金
な
ど
の
障
害
年
金
１
・

　

２
級
の
人

 

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
お

　

よ
び
４
級
の
一
部
の
人

 

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・

願
書
受
付
期
間

　
８
月
28
日
㈮
～
９
月
10
日
㈭

そ
の
他

　

乙
種
第
4
類
受
験
者
を
対
象
と

し
た
試
験
準
備
講
習
会
を
10
月
15

日
㈭
・
16
日
㈮
に
開
催
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

 

・
周
東
地
区
危
険
物
安
全
協
会

　

☎
０
８
２
０
（
22
）
３
０
２
５

 

・
柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部 

予
防
課

　

☎
０
８
２
０
（
23
）
７
７
７
４

日
時

　

８
月
29
日
㈯
（
※
雨
天
中
止
）

　

午
後
６
時
15
分
～
８
時
30
分

場
所

　

役
場
大
島
庁
舎
前
イ
ベ
ン
ト
広
場

催
し
物

　

餅
ま
き
、
屋
台
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、
抽
選
会

問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
法
人
さ
つ
き
会

　

ほ
の
ぼ
の
苑

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
２
１
０
０

　

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
、
正
し

い
知
識
や
よ
り
よ
い
関
わ
り
方
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を

学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
（
全
４
回
）

　

9
月
14
日
㈪
、
10
月
13
日
㈫
、

11
月
16
日
㈪
、
12
月
１
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
～
4
時

場
所

　

柳
井
総
合
庁
舎

　
（
柳
井
市
南
町
三
丁
目 

９
‐
３
）

対
象

　

ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
家

族
（
学
校
や
職
場
に
行
か
ず
、
家

族
以
外
と
の
親
密
な
対
人
関
係
が

持
て
な
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、

ま
た
精
神
疾
患
が
そ
の
主
な
原
因

と
は
考
え
に
く
い
方
の
ご
家
族
）

※�

担
当
者
に
よ
る
面
接
の
上
、
受

講
を
決
定
し
ま
す
。

※�

個
別
相
談
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限　

9
月
７
日
㈪

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

健
康
増
進
課 

精
神
・
難
病
班

　

☎
０
８
２
０
（
22
）
３
６
３
１

日
時

　

９
月
19
日
㈯

　

午
後
５
時
～
８
時
30
分

※
荒
天
時
は
20
日
㈰
に
順
延

場
所

　

大
島
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容

　

保
育
園
演
技
、
バ
ン
ド
演
奏
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
花
火
、
バ
ザ
ー
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※�

午
後
８
時
30
分
頃
に
花
火
を
打

ち
上
げ
ま
す
。
周
辺
住
民
の
皆

さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
商
工
会
大
島
支
所

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
２
０
１
２

令
和
８
年
度

後
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

後
期
高
齢
者
医
療
の

障
害
認
定
に
つ
い
て

講
座
・
催
し

ほ
の
ぼ
の
苑
ま
つ
り

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
の

ご
案
内

ふ
る
さ
と
提
灯
夜
市
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みんなの情報源

み
か
ん
パ
ン
・
み
か
ん
ジ
ャ
ム
づ

く
り
体
験

日
時　

　

10
月
16
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

百
笑
の
郷
（
東
屋
代
）

体
験
料　

１
５
０
０
円

受
入
人
数　

５
人
程
度

募
集
締
め
切
り　

10
月
２
日
㈮

パ
ン
プ
キ
ン
ケ
ー
キ
づ
く
り
体
験

日
時　

　

10
月
27
日
㈫

　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

実
施
者
宅
（
和
田
）

体
験
料　

１
５
０
０
円

受
入
人
数　

５
人
程
度

募
集
締
め
切
り　

10
月
13
日
㈫

竹
か
ご
づ
く
り
体
験

日
時　

　

11
月
11
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
家
ほ

う
か
ほ
う
か
（
伊
崎
）

体
験
料　

１
５
０
０
円

受
入
人
数　

5
人
程
度

募
集
締
め
切
り　

10
月
28
日
㈬

ピ
ー
ナ
ツ
堀
体
験

日
時　

　

11
月
17
日
㈫

　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

工
房
ふ
き
の
と
う
（
志
佐
）

体
験
料　

１
５
０
０
円

●�

０
円
か
ら
で
き
る
！
集
客
・
販

路
に
悩
ま
な
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
＆
ラ
イ

ブ
コ
マ
ー
ス
運
用
術

 

・
日
時

　

９
月
４
日
㈮

　

午
前
10
時
～
正
午

 

・
会
場

　

田
布
施
町
高
齢
者
い
き
い
き
館

　
（
田
布
施
町
中
央
南
１
‐
６
）

 

・
講
師

　

都
地
将
司
氏
（
㈱
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｊ
Ｉ

商
事
代
表
取
締
役
）

●�

「
地
域
に
溶
け
込
み
、
地
域
貢

献
」
移
住
と
起
業
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
！
～
人
生
何
事
も
出
会

い
と
タ
イ
ミ
ン
グ
〜

 

・
日
時

　

９
月
10
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

 

・
会
場　

宇
佐
木
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
平
生
町
宇
佐
木
４
８
５
‐
２
）

 

・
講
師

　

唐
弓
昇
平
氏
（
島
た
こ
シ
ョ
ウ

ち
ゃ
ん
代
表
／
島
の
こ
ど
も
食
堂

＆
パ
ン
ト
リ
ー
し
ま
た
こ
会
長
）

●�

販
売
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア

 

・
日
時

　

９
月
14
日
㈪

　

午
後
１
時
～
３
時

 

・
会
場

　

上
関
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
上
関
町
室
津
９
０
４
‐
15
）

 

・
講
師

　

木
村
満
弥
氏
（
元
㈱
イ
ズ
ミ
能

力
開
発
部
担
当
部
長
）

●�

周
南
公
立
大
学
起
業
部
が
活
動

で
学
ん
だ
こ
と
・
感
じ
た
こ
と

 
・
日
時

　

９
月
25
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

 

・
会
場

　

み
ど
り
が
丘
図
書
館

　
（
柳
井
市
柳
井
３
７
７
６
‐
2
）

 

・
講
師

　

郡
谷
孝
祐
さ
ん
（
周
南
公
立
大

学
起
業
部
代
表
）

●�

実
演
！
菌
ち
ゃ
ん
先
生
と
一
緒

に
自
然
物
を
使
っ
た
無
肥
料
の

土
づ
く
り
！

 

・
日
時

　

10
月
２
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

・
会
場

　

島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス
起
業
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
（
周
防
大
島
町
小

松
91
‐
４
）

 

・
講
師

　

吉
田
俊
道 

氏
（
㈱
菌
ち
ゃ
ん

ふ
ぁ
ー
む
代
表
）

申
し
込
み
方
法

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
氏

名
・
受
講
会
場
・
連
絡
方
法
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
講
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス

　

☎
０
９
０
‐
７
９
７
９
‐
４
６
１
５

　
　

�npo-shim
aplus@

sea.icn-
tv.ne.jp

石
窯
ピ
ザ
づ
く
り
体
験

日
時

　

９
月
25
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　

実
施
者
宅
（
東
三
蒲
）

体
験
料　

２
０
０
０
円

受
入
人
数　

５
人
程
度

募
集
締
め
切
り
　
９
月
11
日
㈮

受
入
人
数　

５
人
程
度

募
集
締
め
切
り　

11
月
４
日
㈬

と
う
ふ
と
お
か
ら
を
使
っ
た
料
理
体
験

日
時

　

11
月
24
日
㈫

　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

工
房
ふ
き
の
と
う
（
志
佐
）

体
験
料　

１
５
０
０
円

受
入
人
数　

５
人
程
度

募
集
締
め
切
り　

11
月
10
日
㈫

※�

各
コ
ー
ス
と
も
お
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

�

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
水
産
課
内
）

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
２

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
秋
コ
ー
ス
～

島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス

起
業
家
育
成
地
域
づ
く
り
・

実
践
講
座

ﾒｰﾙ
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申し込み・問い合わせ　Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎ 0820-74-5300

　周防大島町Ｂ＆Ｇ海洋センター温水プールにて下
記イベントを開催します。
　泳ぎが得意な人も苦手な人も大歓迎！子どもから
大人まで、親子や家族、友達同士で楽しめる交流型
のプールイベントです。プールでの宝探しゲームや
障害物競争、ＳＵＰ渡りなどを予定しています。
　ぜひ奮ってご参加ください。

【日　時】　９月 22 日㈫㈷
　　　　　午後１時～２時 45 分終了（予定）

【会　場】　周防大島町Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　　　　温水プール（西三蒲）

【対　象】　年少から大人まで（親子での参加歓迎）
　　　　　※�原則、小学２年生以下のお子さんは保

護者の同伴が必要となります。
【定　員】　約 100 人
【参加料】　500 円

【申込方法】
　 ９ 月 13 日 ㈰ ま で に 次 の 申 し 込 み
フォームにてお申込みをお願いします。

プールまつり
～ みんなで楽しもう！Ｂ＆Ｇ温水プール ～

イベント開催に伴う一般開放時間変更
のお知らせ

　９月 22 日㈫㈷に行われるイベント開催に伴
い、一般開放時間を次のとおり変更いたします。

【一般開放時間】

　午後３時から９時まで

※�通常時は、午後１時から９時まで一般開放し
ていますので、皆さまのご利用をお待ちして
います。

※休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

申込フォーム

　

事
前
に
申
し
込
み
を
さ
れ
た
人
は
、
受
診

票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
を
さ
れ

て
い
な
い
人
は
、
検
診
会
場
に
て
受
診
票
の

作
成
お
よ
び
登
録
が
必
要
な
た
め
、
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
受
付
時
間
内
に
余
裕
を
持
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
検
診
料
金
】

○
レ
ン
ト
ゲ
ン

　

40
歳
以
上
64
歳
以
下
…
３
０
０
円

　

65
歳
以
上
…
無
料

問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班

　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
４

日にち 場所 受付時間

８月 26 日㈬
油宇公民館 9:30 ～     9:40
旧和佐公民館 10:20 ～ 10:30
西方公民館 10:50 ～ 11:00

８月 27 日㈭
大島集荷場（小松） 9:30 ～ 10:10
小松・川村酒造場 10:30 ～ 10:50
病院事業局駐車場 11:10 ～ 11:30

８月 28 日㈮

大島看護専門学校 9:00 ～     9:20
横見老人憩の家 9:50 ～   10:10
日見公会堂 10:30 ～ 10:50
JA 山口県 旧屋代ふれあい店 11:10 ～ 11:30

９月  １ 日㈫

西の郷・浜老人憩の家 9:00 ～     9:20
椋野北学習会館 9:40 ～ 10:00
久賀ふるさと館 10:20 ～ 10:50
久賀福祉センター 11:10 ～ 11:30

９月  ２ 日㈬
白石停留所前 9:30 ～     9:40
久賀小学校講堂下 10:00 ～ 10:30
久楽会館 10:50 ～ 11:00

９月  ３ 日㈭
日前郷集荷場跡地 9:00 ～     9:30
鹿家集荷場 9:50 ～ 10:10
安高集荷場 10:30 ～ 10:50

９月  ４ 日㈮

原区民館 9:00 ～     9:10
塩宇集荷場 9:30 ～     9:50
庄集荷場 10:10 ～ 10:50
秋集荷場 11:10 ～ 11:30

結
核
・
肺
が
ん
検
診
日
程
（
集
団
検
診
）
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暮らしの相談（８月 21 日～９月 20 日）

■相談所
相　談 日　時 場　所 備考・問い合わせ等

常設人権相談所 毎週月～金曜日
（休日を除く）   8：30 ～ 17：15 山口地方法務局 岩国支局

（岩国市錦見一丁目 16-35）

○�差別、いじめ、嫌がらせ等の相談
問�山口地方法務局 岩国支局
　☎ 0827-43-1125

特設人権相談所   9 月    4 日㈮   9：30 ～ 11：30 大島庁舎 ○差別、いじめ、嫌がらせ等の相談
問福祉課 民生福祉班　☎ 77-5505

育児相談
  8 月 27 日㈭

10：00 ～ 11：30
しまとぴあスカイセンター ○�お子さんの発育・発達や食事等の相談

問�福祉課 こども家庭班（こども家庭センター）
☎ 77-5508　　

  9 月 11 日㈮ たちばなケアプラザ
  9 月 15 日㈫ 久賀福祉センター

こころの相談   9 月    4 日㈮ 10：00 ～ 12：00 久賀福祉センター ○要予約
問�健康増進課 健康づくり班　☎ 73-5504

認知症相談   9 月    7 日㈪   9：00 ～ 12：00 日良居庁舎 ○相談日以外も可能
問地域包括支援センター　☎ 73-5506

出張年金相談 毎月第３火曜日
10：00 ～ 12：00

久賀総合センター ○�要予約
問岩国年金事務所　☎ 0827-24-222213：00 ～ 16：00

■税務相談
相　談 日時 備考・問い合わせ等

個人相談（所得税・消費税等） 第 2・4 水曜日　　    9：00 ～ 16：00 ○要予約
問柳井税務署
☎ 0820-22-0277

音声案内
「２」→

「５」

法人相談（法人税・消費税・源泉所得税・印紙税等） 第 1・3・4 金曜日      9：00 ～ 16：00 「７」「８」

資産相談（相続税・贈与税・譲渡所得） 毎月第 4 木曜日　　   9：00 ～ 16：00毎週月曜日
○要予約
問徳山税務署  ☎ 0834-51-1122（直通）

■電話相談
相　談 時間 電話番号

国税に関する一般的な相談（電話相談センター）   8：30 ～ 17：00 ☎ 0570-00-5901

救急医療電話相談
こども（15 歳未満）の相談 19：00 ～翌 8：00 ♯ 8000（利用できない場合　☎ 083-921-2755）

おとな（15 歳以上）の相談 毎日 24 時間 ♯ 7119（利用できない場合　☎ 083-921-7119）

※緊急・重症の場合は、迷わず 119 番してください。

か し こ い
消 費 者

めざせ！

【相談窓口】
柳井地区広域
消費生活センター
☎ 0820-22-2125
山口県
消費生活センター
☎ 083-924-0999

消 費 生 活 上 の 不 安
や 心 配 を 感 じ た ら
消 費 生 活 セ ン タ ー
にご相談ください。

【
相
談
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
販
で
健
康
食
品
が
特
別
価
格
だ
っ
た
の

で
、
１
回
だ
け
と
思
い
注
文
し
た
ら
、
翌
月
も
送
ら
れ
て
き
た
。

広
告
を
よ
く
見
る
と
、「
３
回
以
上
の
定
期
購
入
が
条
件
」
と
あ
っ

た
。
解
約
・
返
品
で
き
る
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
な
く
、
解
約
や
返

品
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
事
業
者
の
広
告
表
示
に
従
う
こ
と
に
な

る
た
め
、
内
容
を
よ
く
確
認
す
る
よ
う
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

１
回
だ
け
の
「
お
試
し
」
の
つ
も
り
で
購
入
し
た
商
品
が
そ
の

後
も
届
き
高
額
な
代
金
を
請
求
さ
れ
た
、
解
約
し
た
い
と
連
絡
し

た
が
「
定
期
購
入
が
条
件
な
の
で
解
約
で
き
な
い
」
と
断
ら
れ
た
、

と
い
う
相
談
が
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
食
品
や
化
粧
品
な
ど
で
、
数
か
月
の
定
期
購
入
を
条
件
に

１
回
目
を
低
価
格
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
が
増
え
て
い

ま
す
。
通
信
販
売
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
購
入
前
に
契
約
条
件
や
最
終
確
認
画
面
を
よ
く
確
認
し
、

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
も
撮
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

お
困
り
の
際
は
、
柳
井
地
区
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

１
回
だ
け
試
す
つ
も
り
が
、
定
期
購
入
に
！
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しっちょる？やっちょる？健康づくり！
～「ちょび塩」でおいしく運動・活動で元気に！ ～　№ 156

　「血圧測ろうぜ！」これは、日本心臓財団などが提唱
する「健康ハートの日」のプロジェクトメッセージです。
810（ハート）の語呂合わせから、８月 10 日を「健康ハー
トの日」とし、ハート（心臓）を守る大切さを社会全
体に呼びかけています。毎日休まず働く心臓をいたわ
り、心臓病や脳卒中などの循環器病を予防しようとい
う取り組みです。
なぜ「血圧測定」なの？
　心臓は握りこぶし大の筋肉でできており、１日約 10
万回も休まず拍動して、酸素と栄養を含んだ血液を全
身に送り出すポンプの役割を担っています。そして送
り出された血液を全身に循環させるホースのような役
割が血管で、からだの隅々に張り巡らされ、長さは地
球２周半（約 10 万㎞）になると言われています。この
ように心臓と血管は互いに影響し合う存在で、心臓が
ギュッと収縮して血液を送り出した時にかかる血管の
圧を「収縮期血圧（上の血圧）」といい、心臓を拡げて
血液を溜め込んだ時の圧を「拡張期血圧（下の血圧）」
といいます。すなわち、血圧を測ることは、心臓や血
管の状態（負担）を確認することができ、大きな病気
を引き起こす予兆をキャッチできる大切な行動といえ

ます。自覚症状がないまま進行する高血圧に気づき、
しっかり治療することは、自分の命を守り、家族や大
切な人の笑顔を守るということにつながります。
高血圧が招く病気
　血圧が高い状態が続くと、血管の壁が厚く、硬くなり、
徐々にしなやかさが失われます。これが動脈硬化です。
動脈硬化は、あらゆる場所で起こり、血管が詰まった
り、破れたり、臓器の働きを弱らせたりするなど、病
気の原因となります。代表的な病気として、心臓病（狭
心症や心筋梗塞、心肥大、心不全）や脳血管疾患（脳
梗塞、脳出血、くも膜下出血）、腎臓病（腎硬化症、腎
不全）があります。その他にも、認知症や眼底出血の
危険を高めるだけでなく、髪や肌の健康を損なうなど、
喜ばしくない症状を招いてしまいます。
合言葉は「測る、気づく、続ける」
　まずは「測る」ことからすべてが始まります。次に
自分の血圧を知り、からだの変化に気づき、必要な対
策（治療や生活改善）を講じることが重要です。「測る、
気づく、続ける」を合言葉に、「血圧測ろうぜ！」と声
を掛け合い、大事なハート（心臓）を労わってくださ
いね。

高血圧のはなし～「血圧測ろうぜ！」～

問健康増進課 健康づくり班　☎ 0820-73-5504

　

元
気
に
、
楽
し
く
、
快
適
に

過
ご
す
た
め
に
も
、
ま
ず
は
『
自

分
の
体
力
』
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

自
分
の
体
力
レ
ベ
ル
を
知
り

た
い
人
や
こ
れ
か
ら
運
動
を
始

め
た
い
人
、
運
動
の
効
果
を

チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
人
に
お
す
す

め
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

日
時

　

９
月
15
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所

　

し
ま
と
ぴ
あ
ス
カ
イ
セ
ン

タ
ー
（
周
防
大
島
町
小
松
１
２
５

‐
２
）

対
象
者

　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ

て
い
な
い
20
～
70
歳
の
周
防
大

島
町
民 

20
人

内
容

○
体
力
測
定
会

 
・�

体
組
成

　
　

…
Ｉ
ｎ
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
４
７
０

 
・
閉
眼
片
足
立
ち
【
平
衡
性
】

 

・
脚
筋
力
【
筋
力
】

 

・
握
力
【
筋
力
】

 

・
全
身
反
応
時
間
【
敏
捷
性
】

 

・
長
座
体
前
屈
【
柔
軟
性
】

○�

手
軽
に
で
き
る
運
動
の
紹
介

な
ど

参
加
費　

無
料

申
込
方
法

　

お
電
話
ま
た
は
Ｗ
ｅ
ｂ
に
て
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　

９
月
１
日
㈫　

※
締
切
厳
守

実
施

　

山
口
県
健
康
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
・
周
防
大
島
町
健
康
増
進
課

問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
班

　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
４ 

大
人
の
体
力
チ
ェ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
す

　
～ 

あ
な
た
の
体
力
ど
の
く
ら
い
？ 

～
Web 申込
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周防大島町が運営する住民参加型のローカルテレビ。
毎週火曜に番組の更新を行い、６時～ 24 時まで繰り
返し放送！放送した番組のＤＶＤは図書館で貸し出
しを行っています。一部の番組はユーチューブで視
聴もできます。

周防大島チャンネルはケーブルテレビアイ・キャ
ンに加入することでご覧になれます。ケーブルテ
レビ新規加入促進補助金も適用されます。詳しく
はアイ・キャン（☎ 0120-189234、携帯電話の
方は☎ 0827-22-5678）にお問い合わせください。

の
８月２５日

９月２１日

放送内容については予告なく変更することがあります／詳しくはケーブルテレビの電子番組表をご確認ください

～

９月８日～１４日

８月２５日～３１日

あの時の周防大島 周防大島チャンネルアーカイブス since2012　
【夏の思い出（2012.9 放送）】

周防大島チャンネル過去映像の中から懐かしい番組をピックアップ。今回は、
2012 年９月に放送した「夏の思い出」をお届けします。

大島大橋 開通 50 周年記念企画 文化講演会　
「国鉄バス、国鉄連絡船 そして 大島大橋への想い」

周防大島町出身で、現在は JR 西日本ステーションシティ（株）の代表取締役社
長を務める伊勢正文さんが、大島大橋と国鉄連絡船に関する思い出や、周防大島
の未来の町づくりにかける思いについて語りました。

９月１５日～２１日
民泊のススメ第 84 回

「感動！島体験！」～河元さんちの民泊受入れ～

春にやってきた和木中学校の民泊の様子を、民
泊家庭の河元さん宅で密着取材！

周防大島町政
お知らせリレー９月

周防大島町からのお知らせ
をお届けします。

－９月は周防大島町議会定例会の模様を生中継・再放送します－

９月１日～７日
島俳句ポストつとむくん

【令和７年度つとむくん大賞発表スペシャル】

島内各所の俳句ポストに投句された俳句の中から、令和７年度の年間大賞を選び
ました。子どもから大人の句まで、力作が勢ぞろい！俳句制作の参考にどうぞ。

島景色２～見つめる、島のあしあと～
其の５「地家室園地」

周防大島の風景と歩みを見つめる番組。今回は
「地家室園地」を紹介します。

アイ・キャン
ニュースダイジェスト

８月に放送した周防大島町
のニュースを一挙放送。

すおうおおしまお元気いきいき
体操《準備体操～上半身・体幹編》

東和病院のリハビリの先生と考案した体操で
す。日常に必要な筋肉を鍛えましょう。

医療・行政 MaaS 事業紹介ソング

『GO!GO!MaaS くん』
周防大島町で進める「医療・
行政 MaaS」の紹介です。
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人のうごき（７月１日現在）※増減は前月比

人口 12,933 人 （-13）

男 6,051 人 （-  9）

女 6,882 人 （-  4）

世帯 7,751 戸 （-  9）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00
日にち 医療機関 連絡先

    8 月 23 日㈰ 正木内科医院 ☎ 77-0021

    8 月 30 日㈰ 橘医院 ☎ 77-1000

    9 月      6 日㈰ 野村医院 ☎ 76-0017

    9 月 13 日㈰ 安本医院 ☎ 73-0822

    9 月 20 日㈰ しまかぜ在宅支援診療所 ☎ 78-2533

通年
大島病院 ☎ 74-2580

東和病院 ☎ 78-0310

増：出生　   2 人
　　転入　33 人

減：死亡　23 人
　　転出　25 人

９月の柳井健康福祉センター定例保健事業
相談内容 実施日 時間

骨髄ドナー登録

9 月    1 日㈫

 ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 10：00 ～ 10：30

風しん抗体検査 10：30 ～ 11：00

ＨＩＶ抗体検査 13：30 ～ 17：30

心の健康相談 9 月 15 日㈫ 13：15 ～ 13：45

思春期・ストレス相談 9 月 29 日㈫ 13：00 ～ 16：00

※�無料、要予約（前日までに電話予約）、心の健康相談は
１週間前までに電話予約

問柳井健康福祉センター　☎ 0820-22-3631

今月の納期（普通徴収）

【第２期分】  　町県民税
　　　　　　  国民健康保険税　
　　　　　　  介護保険料
　　　　　　  後期高齢者医療保険料

納期限　８月 31 日㈪

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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発
行

：
周

防
大

島
町

（
山

口
県

大
島

郡
周

防
大

島
町

大
字

小
松

126-2）
編

集
：

政
策

企
画

課
　

☎
0820-74-1007　

印
刷

 中
村

印
刷

㈱
　

○
広

報
す

お
う

大
島

は
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

：
https://w

w
w

.tow
n.suo-oshim

a.lg.jp　
Ｅ

メ
ー

ル
：

seisakukikaku@
tow

n.suo-oshim
a.lg.jp　

オクラと
　かにかまの天津飯

　
今
回
は
食
欲
の
落
ち
や
す
い
夏
場
で
も
ご
は
ん
が

し
っ
か
り
食
べ
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

味
付
き
ご
は
ん
は
食
塩
量
が
多
く
な
り
や
す
い
で
す

が
、
ご
は
ん
自
体
に
は
味
を
つ
け
ず
、
ご
ま
油
で
焼

い
た
卵
の
風
味
や
上
か
ら
か
け
る
あ
ん
の
甘
酢
で
、

ち
ょ
び
塩
で
も
さ
っ
ぱ
り
と
食
べ
や
す
い
よ
う
工
夫

し
ま
し
た
。
と
ろ
み
が
つ
い
て
い
る
こ
と
で
舌
に
調

味
料
が
残
り
や
す
く
、味
を
感
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。

夏
野
菜
の
オ
ク
ラ
の
食
感
も
よ
い
一
品
で
す
。
簡
単

に
作
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

１人分の栄養素量…エネルギー 453kcal、たんぱく質 15.7g、脂質 14.3g、食物繊維 3.6g、食塩相当量 1.6g

ちょび塩夏レシピ♪

町内の協力店舗や医療機関、各総合支所・出張所等にちょび塩レシピを置いていますので、ご活用ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　健康増進課 健康づくり班　0820‐73‐5504

作り方

❶�オクラは塩少々（分量外）をふって板ずりし、一旦洗い
流してから薄い小口切りにする。かにかまは３㎝の長さ
に切り、手でほぐしておく。

❷Ｂを混ぜて水溶き片栗粉を作っておく。
❸�小鍋にＡを入れて煮立たせ、❶のオクラとかにかまを入

れて再度煮立ったら、❷を回し入れてすぐによく混ぜ、
とろみがついたら火を止める。

❹ごはんを一人分ずつ器に盛っておく。
❺�卵を割りほぐしておき、フライパンにごま油を１／２量

ひいて火にかけ、卵１／２量を流し入れる。底が少し固
まってきたら、大きくかき混ぜ、半熟状になったら、ご
はんの上にすべらせてのせる。もう１人分も同様に作る。

❻最後に❸�のあんを上からかける。

材料（２人分）

オクラ  …·············· ５本
 かにかま  …···········  30 g

水      ····················· 150ml
酢      ·····················  大さじ１
砂糖  …··············· 大さじ１
しょうゆ  …········· 小さじ１
鶏ガラスープの素… 小さじ１

Ａ

片栗粉      ·····  大さじ１
水  …········ 大さじ２

 卵  …··········· ３個
ごま油      ········  大さじ１
ごはん      ··· 150 g ×２杯

Ｂ

生活道路の法定速度は 30km/h ！
柳井警察署だより

　本年９月１日から、生活道路の法定速度が
30km/h に引き下げられます。
　道幅が狭い道路は、広い道路に比べて人身
交通事故の発生割合が高く、事故の際に車の
速度が 30km/h を超えると、歩行者の致死率が
急激に上昇します。
　法定速度の引き下げの対象は、地域住民の
日常生活に利用される道幅が狭い生活道路や、
中央線のない道路などです。
　決められた速度の範囲内であっても、道路

状況や天候等に応じて、安全な速度で運転す
るよう心掛けてください。

問柳井警察署　　　　☎ 0820-23-0110

警察庁ＨＰ


